
(57)【要約】

【課題】

　この発明は、加工が容易で量産性の向上を図ることが

でき、また湯と水との双方を同時に取出すことができる

うえ、湯および水の供給方向の変更が可能な湯水混合栓

用分岐水栓の提供を目的とする。

【解決手段】

　水、湯および湯水の流通孔１５を独立して軸方向に貫

通形成した本体１１を備えてなる湯水混合栓用分岐水栓

１０であって、本体１１の外周にハブ１２を回転自在に

外嵌し、ハブ１２外周にはハブリング２９を固定し、本

体１１の外周に２つの輪溝１８，１９を離間形成し、一

方の輪溝１８を横孔を介して水流通孔に連通させると共

に、他方の輪溝１９を横孔を介して湯流通孔に連通させ

、一方の輪溝１８と対向してハブ１２に形成された開口

部２７からハブリング２９の水出口３０に水を取出し、

他方の輪溝１９と対向してハブ１２に形成された開口部

２８からハブリング２９の湯出口３１に湯を取出すよう

に構成したことを特徴とする。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 、 湯 お よ び 湯 水 の 流 通 孔 を 独 立 し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 分 岐 栓 本 体 を 備 え て な る 湯
水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 で あ っ て 、
上 記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ハ ブ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、
ハ ブ 外 周 に は ハ ブ リ ン グ を 固 定 し 、
上 記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ２ つ の 輪 溝 を 離 間 形 成 し 、 一 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 水 流 通 孔 に
連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 湯 流 通 孔 に 連 通 さ せ 、
一 方 の 輪 溝 と 対 向 し て ハ ブ に 形 成 さ れ た 開 口 部 か ら ハ ブ リ ン グ の 水 出 口 に 水 を 取 り 出 し 、
他 方 の 輪 溝 と 対 向 し て ハ ブ に 形 成 さ れ た 開 口 部 か ら ハ ブ リ ン グ の 湯 出 口 に 湯 を 取 出 す よ う
に 構 成 し た
湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 。
【 請 求 項 ２ 】
　 水 、 湯 お よ び 湯 水 の 流 通 孔 を 独 立 し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 分 岐 栓 本 体 を 備 え て な る 湯
水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 で あ っ て 、
上 記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ハ ブ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、
ハ ブ 内 周 に は ２ つ の 輪 溝 を 離 間 形 成 し 、 一 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 分 岐 栓 本 体 の
水 流 通 孔 に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 分 岐 栓 本 体 の 湯 流 通 孔 に 連 通 さ
せ 、
一 方 の 輪 溝 に オ フ セ ッ ト 形 成 し た 連 通 部 か ら ハ ブ の 水 出 口 に 水 を 取 出 し 、
他 方 の 輪 溝 に オ フ セ ッ ト 形 成 し た 連 通 部 か ら ハ ブ の 湯 出 口 に 湯 を 取 出 す よ う に 構 成 し た
湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 。
【 請 求 項 ３ 】
　 水 、 湯 お よ び 湯 水 の 流 通 孔 を 独 立 し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 分 岐 栓 本 体 を 備 え て な る 湯
水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 で あ っ て 、
上 記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ハ ブ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、
分 岐 栓 本 体 の 外 周 と ハ ブ 内 周 と の 少 な く と も 何 れ か 一 方 に ２ つ の 輪 溝 を 離 間 形 成 し 、
一 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 分 岐 栓 本 体 の 水 流 通 孔 に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 を 横 孔
を 介 し て 分 岐 栓 本 体 の 湯 流 通 孔 に 連 通 さ せ 、
一 方 の 輪 溝 と 対 向 す る ハ ブ の 水 出 口 か ら 水 を 取 出 し 、
他 方 の 輪 溝 と 対 向 す る ハ ブ の 湯 出 口 か ら 湯 を 取 出 す よ う に 構 成 し た
湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 。
【 請 求 項 ４ 】
　 水 、 湯 お よ び 湯 水 の 流 通 孔 を 独 立 し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 分 岐 栓 本 体 を 備 え て な る 湯
水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 で あ っ て 、
上 記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ハ ブ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、
上 記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ２ つ の 輪 溝 を 離 間 形 成 し 、 一 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 水 流 通 孔 に
連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 湯 流 通 孔 に 連 通 さ せ 、
一 方 の 輪 溝 と 対 向 す る よ う に ハ ブ 外 周 に は ハ ブ リ ン グ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、
一 方 の 輪 溝 に 連 通 す る ハ ブ の 開 口 部 と 、 ハ ブ リ ン グ の 水 出 口 と 、 こ れ ら 両 者 間 に 形 成 さ れ
た 環 状 溝 と を 介 し て 水 を 取 出 し 、
他 方 の 輪 溝 と 連 通 す る ハ ブ の 開 口 部 か ら 湯 を 取 出 す よ う に 構 成 し た
湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 。
【 請 求 項 ５ 】
　 水 、 湯 お よ び 湯 水 の 流 通 孔 を 独 立 し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 分 岐 栓 本 体 を 備 え て な る 湯
水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 で あ っ て 、
上 記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ハ ブ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 上 記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ２ つ の 輪 溝 を
離 間 形 成 し 、 一 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 水 流 通 孔 に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 を 横 孔
を 介 し て 湯 流 通 孔 に 連 通 さ せ 、 一 方 の 輪 溝 お よ び 他 方 の 輪 溝 と そ れ ぞ れ 別 々 に 対 向 す る よ
う ハ ブ 外 周 に は ２ つ の ハ ブ リ ン グ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、
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一 方 の 輪 溝 に 連 通 す る ハ ブ の 開 口 部 と 、 ハ ブ リ ン グ の 水 出 口 と 、 こ れ ら 両 者 間 に 形 成 さ れ
た 環 状 溝 と を 介 し て 水 を 取 出 し 、
他 方 の 輪 溝 に 連 通 す る ハ ブ の 開 口 部 と 、 ハ ブ リ ン グ の 湯 出 口 と 、 こ れ ら 両 者 間 に 形 成 さ れ
た 環 状 溝 と を 介 し て 湯 を 取 出 す よ う に 構 成 し た
湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 横 向 き の 分 岐 口 を 有 す る シ ン グ ル レ バ ー 式 の 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 上 述 例 の 分 岐 水 栓 は 、 横 向 き の 分 岐 口 を １ つ の み 備 え た も の が 大 半 で あ っ て 、 水
ま た は 湯 の 何 れ か 一 方 の み し か 供 給 で き な い た め 、 例 え ば 食 器 洗 い 機 に 対 し て 分 岐 水 栓 の
分 岐 口 か ら 湯 を 供 給 し た 場 合 に は 、 浄 水 器 に 対 し て は 、 こ の 分 岐 水 栓 か ら 水 を 供 給 す る こ
と が 不 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 分 岐 水 栓 が 既 に
発 明 さ れ て い る 。 　
　 す な わ ち 、 こ れ ら の 何 れ の 分 岐 水 栓 も 、 分 岐 栓 本 体 の 水 流 通 孔 と 連 通 す る 水 側 の 分 岐 口
と 、 分 岐 栓 本 体 の 湯 流 通 孔 と 連 通 す る 湯 側 の 分 岐 口 と を １ ８ ０ 度 の 開 角 を 有 し て 備 え た も
の で あ り 、 こ の 構 造 に よ れ ば 、 食 器 洗 い 機 や 浄 水 器 に 対 し て 湯 お よ び 水 を 同 時 に 分 岐 供 給
す る こ と が で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 従 来 構 造 に お い て は 、 水 側 の 分 岐 口 と 湯 側 の 分 岐 口 と の 位 置 が 固 定
さ れ て い る 関 係 上 、 食 器 洗 い 機 や 浄 水 器 の 設 置 場 所 が 制 約 を 受 け 、 レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が
阻 害 さ れ る 問 題 点 が あ っ た 。 仮 に 湯 を 必 要 と す る 食 器 洗 い 機 を 水 側 の 分 岐 口 に 対 応 さ せ 、
水 を 必 要 と す る 浄 水 器 を 湯 側 の 分 岐 口 に 対 応 さ せ た 場 合 、 つ ま り 外 部 機 器 を 逆 レ イ ア ウ ト
に 設 置 し た 際 に は 、 湯 側 の 分 岐 口 か ら 食 器 洗 い 機 に 接 続 す る ホ ー ス と 、 水 側 の 分 岐 口 か ら
浄 水 器 に 接 続 す る ホ ー ス と が 交 差 し て 、 ホ ー ス の 取 り 回 し が 悪 化 し 、 見 栄 え も 劣 化 す る 問
題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 分 岐 水 栓 の 水 側 の 分 岐 口 と 湯 側 の 分 岐 口 と に 対 し て 反 対 の 側 に 水 使 用 機 器 を 設
置 す る 場 合 に は 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ た 分 岐 継 手 を 用 い る と よ い が 、 継 手 構 造 が 複 雑 化 す
る 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 し 、 水 側 の 分 岐 口 と 湯 側 の 分 岐 口 と が 分 岐 栓 本 体 外 周 に 対 し て
３ ６ ０ 度 回 転 可 能 と な る 分 岐 水 栓 を 本 出 願 人 は 既 に 発 明 し た 。 　
　 す な わ ち 、 水 、 湯 お よ び 湯 水 の 流 通 孔 を 独 立 し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 分 岐 栓 本 体 を 備
え て な る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 に お い て 、 上 述 の 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ２ つ の 輪 溝 を 離 間 形
成 し 、 一 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 水 流 通 孔 に 連 通 さ せ る と 共 に 、
他 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 湯 流 通 孔 に 連 通 さ せ 、 ま た 上 述 の 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に は 上 部 ハ
ブ と 下 部 ハ ブ と を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 上 部 ハ ブ の 水 出 口 と 一 方 の 輪 溝 と を 該 上 部 ハ ブ に 形
成 し た 横 で 連 通 し 、 上 部 ハ ブ の 湯 出 口 と 他 方 の 輪 溝 と は 、 分 岐 栓 本 体 外 周 に 外 嵌 し た 上 下
の 各 ハ ブ を 組 付 け た 時 に 形 成 さ れ る 断 面 Ｌ 字 状 の 通 路 を 介 し て 連 通 す べ く 構 成 し た も の で
あ る （ 特 許 文 献 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 従 来 構 造 に よ れ ば 、 水 側 の 分 岐 口 （ 上 部 ハ ブ の 水 出 口 参 照 ） と 湯 側 の 分 岐 口 （ 上 部
ハ ブ の 湯 出 口 参 照 ） と を ３ ６ ０ 度 回 転 自 在 に 構 成 し た の で 、 外 部 に 設 置 さ れ る 水 使 用 機 器
に 対 す る レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が 向 上 し 、 し か も 、 水 と 湯 と を 同 時 に 分 岐 供 給 す る こ と が で
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き る 利 点 が あ る 反 面 、 上 部 ハ ブ 外 周 か ら 下 方 に 延 び る ス カ ー ト 部 と 、 下 部 ハ ブ 外 周 か ら 上
方 に 延 び る フ ラ ン ジ 部 と の 間 を Ｏ リ ン グ で シ ー ル す る 必 要 が あ る こ と は 勿 論 、 径 方 向 外 方
に 位 置 す る ス カ ー ト 部 と 、 こ の ス カ ー ト 部 の 内 周 側 に 位 置 す る フ ラ ン ジ 部 と が オ ー バ ラ ッ
プ す る 構 造 で あ る か ら 分 岐 水 栓 そ れ 自 体 が 大 型 化 し 、 ま た 、 上 述 の 断 面 Ｌ 字 状 の 通 路 を 形
成 す る 必 要 が あ る た め 、 加 工 が 煩 雑 と な っ て 、 量 産 に 適 さ な い 問 題 点 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ８ ８ ８ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ５ ７ ５ ３ ９ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ９ ２ ２ ４ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ４ ２ ３ １ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 加 工 が 容 易 で 量 産 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き 、 ま た 湯 と 水 と の 双
方 を 同 時 に 取 出 す こ と が で き る う え 、 湯 お よ び 水 の 供 給 方 向 の 変 更 が 可 能 な 湯 水 混 合 栓 用
分 岐 水 栓 の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 は 、 水 、 湯 お よ び 湯 水 の 流 通 孔 を 独 立 し て 軸 方 向
に 貫 通 形 成 し た 分 岐 栓 本 体 を 備 え て な る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 で あ っ て 、
上 記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ハ ブ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 ハ ブ 外 周 に は ハ ブ リ ン グ を 固 定 し 、 上
記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ２ つ の 輪 溝 を 離 間 形 成 し 、 一 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 水 流 通 孔 に 連
通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 湯 流 通 孔 に 連 通 さ せ 、 一 方 の 輪 溝 と 対 向 し て
ハ ブ に 形 成 さ れ た 開 口 部 か ら ハ ブ リ ン グ の 水 出 口 に 水 を 取 り 出 し 、 他 方 の 輪 溝 と 対 向 し て
ハ ブ に 形 成 さ れ た 開 口 部 か ら ハ ブ リ ン グ の 湯 出 口 に 湯 を 取 出 す よ う に 構 成 し た も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 水 流 通 孔 、 横 孔 、 一 方 の 輪 溝 、 ハ ブ の 開 口 部 を 介 し て ハ ブ リ ン グ の
水 出 口 に 水 を 取 出 す こ と が で き 、 ま た 湯 流 通 孔 、 横 孔 、 他 方 の 輪 溝 、 ハ ブ の 開 口 部 を 介 し
て ハ ブ リ ン グ の 湯 出 口 に 湯 を 取 出 す こ と が で き る 。 つ ま り 、 湯 と 水 と の 双 方 を 同 時 に 取 出
す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に ハ ブ の 各 開 口 部 は ハ ブ を 約 ３ ６ ０ 度 回 転 操 作 し て も 対 応 す る 輪 溝 を 介 し て 水 流 通
孔 お よ び 湯 流 通 孔 に 格 別 に 連 通 し て い る の で 、 湯 お よ び 水 の 供 給 方 向 の 変 更 が 可 能 と な り
、 水 使 用 機 器 の レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 従 来 の よ う な ハ ブ の オ ー バ ラ ッ プ 構 造 が 不 要 と な り 、 加 工 が 容 易 で 量 産 性 の 向 上 を
図 る こ と が で き る 。 　
　 こ の 発 明 に よ る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 は 、 ま た 、 水 、 湯 お よ び 湯 水 の 流 通 孔 を 独 立 し て
軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 分 岐 栓 本 体 を 備 え て な る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 で あ っ て 、 上 記 分 岐
栓 本 体 の 外 周 に ハ ブ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 ハ ブ 内 周 に は ２ つ の 輪 溝 を 離 間 形 成 し 、 一 方 の
輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 分 岐 栓 本 体 の 水 流 通 孔 に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し
て 分 岐 栓 本 体 の 湯 流 通 孔 に 連 通 さ せ 、 一 方 の 輪 溝 に オ フ セ ッ ト 形 成 し た 連 通 部 か ら ハ ブ の
水 出 口 に 水 を 取 出 し 、 他 方 の 輪 溝 に オ フ セ ッ ト 形 成 し た 連 通 部 か ら ハ ブ の 湯 出 口 に 湯 を 取
出 す よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 水 流 通 孔 、 横 孔 、 ハ ブ 内 周 の 一 方 の 輪 溝 、 連 通 部 を 介 し て ハ ブ の 水
出 口 に 水 を 取 出 す こ と が で き 、 ま た 湯 流 通 孔 、 横 孔 、 ハ ブ 内 周 の 他 方 の 輪 溝 、 連 通 部 を 介
し て ハ ブ の 湯 出 口 に 湯 を 取 出 す こ と が で き る 。 つ ま り 、 湯 と 水 と の 双 方 を 同 時 に 取 出 す こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 さ ら に ハ ブ を 約 ３ ６ ０ 度 回 転 操 作 し て も 湯 側 の 連 通 部 、 輪 溝 は 横 孔 を 介 し て 湯 流 通 孔 と
連 通 し 、 水 側 の 連 通 部 、 輪 溝 は 横 孔 を 介 し て 水 流 通 孔 と 連 通 し て い る の で 、 湯 お よ び 水 の
供 給 方 向 の 変 更 が 可 能 と な り 、 水 使 用 機 器 の レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 従 来 の よ う な ハ ブ の オ ー バ ラ ッ プ 構 造 が 不 要 と な り 、 加 工 が 容 易 で 量 産 性 の 向 上 を
図 る こ と が で き る 。 　
　 こ の 発 明 に よ る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 は 、 さ ら に 、 水 、 湯 お よ び 湯 水 の 流 通 孔 を 独 立 し
て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 分 岐 栓 本 体 を 備 え て な る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 で あ っ て 、 上 記 分
岐 栓 本 体 の 外 周 に ハ ブ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 分 岐 栓 本 体 の 外 周 と ハ ブ 内 周 と の 少 な く と も
何 れ か 一 方 に ２ つ の 輪 溝 を 離 間 形 成 し 、 一 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 分 岐 栓 本 体 の 水 流 通 孔
に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 分 岐 栓 本 体 の 湯 流 通 孔 に 連 通 さ せ 、 一 方
の 輪 溝 と 対 向 す る ハ ブ の 水 出 口 か ら 水 を 取 出 し 、 他 方 の 輪 溝 と 対 向 す る ハ ブ の 湯 出 口 か ら
湯 を 取 出 す よ う に 構 成 し た
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 水 流 通 孔 、 横 孔 、 輪 溝 を 介 し て ハ ブ の 水 出 口 か ら 水 を 取 出 す こ と が
で き 、 ま た 湯 流 通 孔 、 横 孔 、 輪 溝 を 介 し て ハ ブ の 湯 出 口 か ら 湯 を 取 出 す こ と が で き る 。 つ
ま り 、 湯 と 水 と の 双 方 を 同 時 に 取 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に ハ ブ を 約 ３ ６ ０ 度 回 転 操 作 し て も ハ ブ の 水 出 口 は 輪 溝 、 横 孔 を 介 し て 水 流 通 孔 と
連 通 し 、 ハ ブ の 湯 出 口 は 輪 溝 、 横 孔 を 介 し て 湯 流 通 孔 と 連 通 し て い る の で 、 湯 お よ び 水 の
供 給 方 向 の 変 更 が 可 能 と な り 、 水 使 用 機 器 の レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 従 来 の よ う な ハ ブ の オ ー バ ラ ッ プ 構 造 が 不 要 と な り 、 加 工 が 容 易 で 量 産 性 の 向 上 を
図 る こ と が で き る 。 　
　 こ の 発 明 に よ る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 は 、 ま た 、 水 、 湯 お よ び 湯 水 の 流 通 孔 を 独 立 し て
軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 分 岐 栓 本 体 を 備 え て な る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 で あ っ て 、 上 記 分 岐
栓 本 体 の 外 周 に ハ ブ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 上 記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ２ つ の 輪 溝 を 離 間 形 成
し 、 一 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 水 流 通 孔 に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て
湯 流 通 孔 に 連 通 さ せ 、 一 方 の 輪 溝 と 対 向 す る よ う に ハ ブ 外 周 に は ハ ブ リ ン グ を 回 転 自 在 に
外 嵌 し 、 一 方 の 輪 溝 に 連 通 す る ハ ブ の 開 口 部 と 、 ハ ブ リ ン グ の 水 出 口 と 、 こ れ ら 両 者 間 に
形 成 さ れ た 環 状 溝 と を 介 し て 水 を 取 出 し 、 他 方 の 輪 溝 と 連 通 す る ハ ブ の 開 口 部 か ら 湯 を 取
出 す よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 水 流 通 孔 、 横 孔 、 一 方 の 輪 溝 、 ハ ブ の 開 口 部 、 環 状 溝 を 介 し て ハ ブ
リ ン グ の 水 出 口 か ら 水 を 取 出 す こ と が で き 、 ま た 湯 流 通 孔 、 横 孔 、 他 方 の 輪 溝 を 介 し て ハ
ブ の 開 口 部 か ら 湯 を 取 出 す こ と が で き る 。 つ ま り 、 湯 と 水 と の 双 方 を 同 時 に 取 出 す こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に ハ ブ リ ン グ は ハ ブ の 外 周 に 対 し て 回 転 自 在 で あ り 、 ハ ブ は 分 岐 栓 本 体 外 周 に 対 し
て 回 転 自 在 で あ る う え 、 こ れ ら ハ ブ リ ン グ お よ び ハ ブ を 相 対 回 転 さ せ て も 湯 側 の 連 通 構 造
お よ び 水 側 の 連 通 構 造 を 維 持 す る こ と が で き る の で 、 湯 お よ び 水 の 供 給 方 向 の 変 更 、 並 び
に 、 こ れ ら 両 者 の 相 対 的 な 供 給 角 度 の 変 更 が 可 能 と な り 、 水 使 用 機 器 の レ イ ア ウ ト の 自 由
度 が さ ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 従 来 の よ う な ハ ブ の オ ー バ ラ ッ プ 構 造 が 不 要 と な り 、 加 工 が 容 易 で 量 産 性 の 向 上
を 図 る こ と が で き る 。 　
　 こ の 発 明 に よ る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 は 、 さ ら に 、 水 、 湯 お よ び 湯 水 の 流 通 孔 を 独 立 し
て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 分 岐 栓 本 体 を 備 え て な る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 で あ っ て 、 上 記 分
岐 栓 本 体 の 外 周 に ハ ブ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 上 記 分 岐 栓 本 体 の 外 周 に ２ つ の 輪 溝 を 離 間 形
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成 し 、 一 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し て 水 流 通 孔 に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 を 横 孔 を 介 し
て 湯 流 通 孔 に 連 通 さ せ 、 一 方 の 輪 溝 お よ び 他 方 の 輪 溝 と そ れ ぞ れ 別 々 に 対 向 す る よ う ハ ブ
外 周 に は ２ つ の ハ ブ リ ン グ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 一 方 の 輪 溝 に 連 通 す る ハ ブ の 開 口 部 と 、
ハ ブ リ ン グ の 水 出 口 と 、 こ れ ら 両 者 間 に 形 成 さ れ た 環 状 溝 と を 介 し て 水 を 取 出 し 、 他 方 の
輪 溝 に 連 通 す る ハ ブ の 開 口 部 と 、 ハ ブ リ ン グ の 湯 出 口 と 、 こ れ ら 両 者 間 に 形 成 さ れ た 環 状
溝 と を 介 し て 湯 を 取 出 す よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 水 流 通 孔 、 横 孔 、 一 方 の 輪 溝 、 ハ ブ の 開 口 部 、 環 状 溝 を 介 し て ハ ブ
リ ン グ の 水 出 口 か ら 水 を 取 出 す こ と が で き 、 ま た 湯 流 通 孔 、 横 孔 、 他 方 の 輪 溝 、 ハ ブ の 開
口 部 、 環 状 溝 を 介 し て ハ ブ リ ン グ の 湯 出 口 か ら 湯 を 取 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 さ ら に ２ つ の ハ ブ リ ン グ を 備 え 、 こ れ ら の 各 ハ ブ リ ン グ を そ れ ぞ れ 別 々 に 約 ３ ６ ０ 度 の
範 囲 で 任 意 に 回 転 操 作 す る こ と が で き 、 こ の 回 転 時 に あ っ て も 湯 側 の 連 通 構 造 お よ び 水 側
の 連 通 構 造 を 維 持 す る こ と が で き る の で 、 湯 お よ び 水 の 供 給 方 向 の 変 更 、 並 び に 、 こ れ ら
両 者 の 相 対 的 な 供 給 角 度 の 変 更 が 自 在 と な り 、 水 使 用 機 器 の レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が よ り 一
層 向 上 す る 。 　
　 ま た 、 従 来 の よ う な ハ ブ の オ ー バ ラ ッ プ 構 造 が 不 要 と な り 、 加 工 が 容 易 で 量 産 性 の 向 上
を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 加 工 が 容 易 で 量 生 産 の 向 上 を 図 る こ と が で き 、 ま た 湯 と 水 と の 双 方
を 同 時 に 取 出 す こ と が で き る う え 、 湯 お よ び 水 の 供 給 方 向 の 変 更 が 可 能 と な る 効 果 が あ る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 発 明 の 一 実 施 例 を 以 下 図 面 に 基 づ い て 詳 述 す る 。 　
　 図 面 は 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 を 示 し 、 図 １ に 実 線 で 示 す こ の 分 岐 水 栓 １ ０ は 同 図 に 仮 想
線 で 示 す 混 合 栓 本 体 １ の 立 上 り 部 １ ａ と 、 カ ー ト リ ッ ジ ２ と の 間 に 介 設 さ れ る も の で あ る
。 上 述 の カ ー ト リ ッ ジ ２ は そ の 上 部 に 作 動 部 ３ を 有 す る と 共 に 、 こ の カ ー ト リ ッ ジ ２ は カ
バ ー ナ ッ ト ４ に よ り 分 岐 水 栓 １ ０ の 上 部 に 締 付 け 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 カ ー ト リ ッ ジ ２ 上 部 の 作 動 部 ３ は 操 作 レ バ ー ５ （ い わ ゆ る レ バ ー ハ ン ド ル ） に て
操 作 さ れ る よ う に 構 成 す る 一 方 、 混 合 栓 本 体 １ の 立 上 り 部 １ ａ の 外 周 に は ス パ ウ ト ６ の 基
部 ６ ａ が 回 動 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 上 述 の 混 合 栓 本 体 １ は 水 道 管 に 連 通 す る 水 道 水 通 路 と 、 ボ イ ラ 等 に 連 通 す る 熱
湯 通 路 と を 有 し 、 水 ま た は 熱 湯 は 図 １ に 矢 印 ａ で 示 す よ う に 分 岐 水 栓 １ ０ （ 詳 し く は 後 述
す る 水 道 水 流 入 孔 １ ３ ま た は 熱 湯 流 入 孔 １ ４ 参 照 ） を 介 し て 上 方 へ 流 動 し 、 操 作 レ バ ー ５
に て カ ー ト リ ッ ジ ２ 上 部 の 作 動 部 ３ を 操 作 し た 時 に 、 水 道 水 を そ の ま ま 、 ま た は 熱 湯 を そ
の ま ま 、 あ る い は 水 道 水 と 熱 湯 と を 混 合 し た 温 調 流 体 を 流 出 液 体 （ 混 合 流 体 ） と し て 図 １
に 矢 印 ｂ で 示 す よ う に 一 旦 、 混 合 栓 本 体 １ の 立 上 り 部 １ ａ 内 に 流 下 さ せ た 後 に 、 矢 印 ｃ で
示 す よ う に ス パ ウ ト ６ か ら 供 給 し 得 る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 分 岐 水 栓 １ ０ の 平 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の Ａ － Ａ 線 矢 視 断 面 図 、 図 ４ は 図 ２ の Ｂ － Ｂ
線 に 沿 う 分 岐 栓 本 体 の 断 面 図 で あ る 。 　
　 上 述 の 分 岐 水 栓 １ ０ は 分 岐 栓 本 体 （ 以 下 単 に 本 体 と 略 記 す る ） １ １ と 、 こ の 本 体 １ １ の
外 周 に 回 転 自 在 に 外 嵌 し た 環 状 の ハ ブ １ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 の 本 体 １ １ に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 水 道 水 流 入 孔 （ 以 下 単 に 水 流 入 孔 と 略 記 す る
） １ ３ と 、 熱 湯 流 入 孔 （ 以 下 単 に 湯 流 入 孔 と 略 記 す る ） １ ４ と 、 湯 水 流 出 孔 １ ５ と が 独 立
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し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 述 の 本 体 １ １ の 上 部 に は カ ー ト リ ッ ジ ２ を 位 置 決 め す る た め
の ピ ン 孔 １ ６ を 形 成 す る 一 方 、 こ の ピ ン 孔 １ ６ と 対 向 す る よ う に 本 体 １ １ の 下 部 に は ノ ッ
ク ピ ン １ ７ を 設 け 、 こ の ノ ッ ク ピ ン １ ７ に よ り 本 体 １ １ を 混 合 栓 本 体 １ の 立 上 り 部 １ ａ に
位 置 決 め す る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 上 述 の 本 体 １ １ の 外 周 に は ２ つ の 輪 溝 １ ８ ,１ ９ を 上 下 に 離 間 形 成 し 、 上 側 の 輪
溝 １ ８ を 横 孔 ２ ０ を 介 し て 水 流 入 孔 １ ３ に 連 通 さ せ る と 共 に 、 下 側 の 輪 溝 １ ９ を 横 孔 ２ １
を 介 し て 湯 流 入 孔 １ ４ に 連 通 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 の ハ ブ １ ２ は 本 体 １ １ の 外 周 部 に お い て そ の 軸 方 向 全 長 を 回 転 自 在 に 囲 繞 す る も の
で 、 こ の 上 下 非 分 割 構 造 の ハ ブ １ ２ の 上 部 外 周 に は 、 カ バ ー ナ ッ ト ４ を 取 付 け る た め の ネ
ジ 部 ２ ２ を 形 成 し 、 ハ ブ １ ２ の 下 部 に は 取 付 け リ ン グ ２ ３ を 介 し て ナ ッ ト ２ ４ を 回 転 自 在
に 設 け て 、 こ の ナ ッ ト ２ ４ で 本 体 １ １ を 混 合 栓 本 体 １ の 立 上 り 部 １ ａ に 固 定 す る よ う に 構
成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 ３ 、 図 ５ に 示 す よ う に 上 述 の ハ ブ １ ２ の 所 定 部 に は そ の 外 周 を フ ラ ッ ト に な る
よ う に 加 工 し た 一 対 の 凹 部 ２ ５ ， ２ ６ を 形 成 し 、 一 側 の 凹 部 ２ ５ に は 上 側 の 輪 溝 １ ８ と 対
向 す る よ う に 開 口 部 ２ ７ を 形 成 し 、 他 側 の 凹 部 ２ ６ に は 下 側 の 輪 溝 １ ９ と 対 向 す る よ う に
開 口 部 ２ ８ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 の ハ ブ １ ２ の 上 下 方 向 中 間 部 外 周 に は 上 述 の 凹 部 ２ ５ ， ２ ６ を 囲 繞 す る よ う に 円 環
状 の ハ ブ リ ン グ ２ ９ を ロ ー 付 け 固 定 し て い る 。 　
　 こ の ハ ブ リ ン グ ２ ９ の 一 側 の 凹 部 ２ ５ と 対 応 す る 部 分 に は 水 出 口 ３ ０ を 開 口 形 成 し 、 他
側 の 凹 部 ２ ６ と 対 応 す る 部 分 に は 湯 出 口 ３ １ を 開 口 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 上 述 の 水 出 口 ３ ０ と 連 続 す る よ う に ハ ブ リ ン グ ２ ９ に は ネ ジ 孔 ３ ２ を 形 成 し 、 こ の
ネ ジ 孔 ３ ２ に 螺 合 し た ブ ッ シ ュ ３ ３ を 介 し て ジ ョ イ ン ト と し て の 袋 ナ ッ ト ３ ４ を 回 転 自 在
に 取 付 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 同 様 に 、 上 述 の 湯 出 口 ３ １ と 連 続 す る よ う に ハ ブ リ ン グ ２ ９ に は ネ ジ 孔 ３ ５ を 形 成 し 、
こ の ネ ジ 孔 ３ ５ に 螺 合 し た ブ ッ シ ュ ３ ６ を 介 し て ジ ョ イ ン ト と し て の 袋 ナ ッ ト ３ ７ を 回 転
自 在 に 取 付 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 輪 溝 １ ８ ， １ ９ の 上 下 両 側 に お い て 本 体 １ １ 外 周 と 、 ハ ブ １ ２ 内 周 と の 間 は Ｏ リ
ン グ 溝 に 嵌 着 し た Ｏ リ ン グ ３ ８ に て シ ー ル す べ く 構 成 す る 一 方 、 水 流 入 孔 １ ３ 、 湯 流 入 孔
１ ４ 、 湯 水 流 出 孔 １ ５ の 下 部 に 設 け た 溝 部 に は シ ー ル 部 材 と し て の パ ッ キ ン グ ３ ９ … を そ
れ ぞ れ 取 付 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 に お い て 、 本 体 １ １ の 水 流 入 孔 １ ３ に 流 入 し
た 水 は 、 横 孔 ２ ０ 、 輪 溝 １ ８ 、 ハ ブ １ ２ の 開 口 部 ２ ７ 、 凹 部 ２ ５ 、 ハ ブ リ ン グ ２ ９ の 水 出
口 ３ ０ を 介 し て 取 出 さ れ 、 本 体 １ １ の 湯 流 入 孔 １ ４ に 流 入 し た 湯 は 、 横 孔 ２ １ 、 輪 溝 １ ９
、 ハ ブ １ ２ の 開 口 部 ２ ８ 、 凹 部 ２ ６ 、 ハ ブ リ ン グ ２ ９ の 湯 出 口 ３ １ を 介 し て 取 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 図 １ ～ 図 ５ で 示 し た 実 施 例 の 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 １ ０ は 、 水 、 湯 お よ び 湯
水 の 流 通 孔 １ ３ ， １ ４ ， １ ５ を 独 立 し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 本 体 １ １ を 備 え て な る 湯 水
混 合 栓 用 分 岐 水 栓 １ ０ で あ っ て 、 上 記 本 体 １ １ の 外 周 に ハ ブ １ ２ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 ハ
ブ １ ２ 外 周 に は ハ ブ リ ン グ ２ ９ を 固 定 し 、 上 記 本 体 １ １ の 外 周 に ２ つ の 輪 溝 １ ８ ， １ ９ を
離 間 形 成 し 、 一 方 の 輪 溝 １ ８ を 横 孔 ２ ０ を 介 し て 水 流 入 孔 １ ３ に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方
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の 輪 溝 １ ９ を 横 孔 ２ １ を 介 し て 湯 流 入 孔 １ ４ に 連 通 さ せ 、 一 方 の 輪 溝 １ ８ と 対 向 し て ハ ブ
１ ２ に 形 成 さ れ た 開 口 部 ２ ７ か ら ハ ブ リ ン グ ２ ９ の 水 出 口 ３ ０ に 水 を 取 り 出 し 、 他 方 の 輪
溝 １ ９ と 対 向 し て ハ ブ １ ２ に 形 成 さ れ た 開 口 部 ２ ８ か ら ハ ブ リ ン グ ２ ９ の 湯 出 口 ３ １ に 湯
を 取 出 す よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 水 流 入 孔 １ ３ 、 横 孔 ２ ０ 、 一 方 の 輪 溝 １ ８ 、 ハ ブ １ ２ の 開 口 部 ２ ７
を 介 し て ハ ブ リ ン グ ２ ９ の 水 出 口 ３ ０ に 水 を 取 出 す こ と が で き 、 ま た 湯 流 入 孔 １ ４ 、 横 孔
２ １ 、 他 方 の 輪 溝 １ ９ 、 ハ ブ １ ２ の 開 口 部 ２ ８ を 介 し て ハ ブ リ ン グ ２ ９ の 湯 出 口 ３ １ に 湯
を 取 出 す こ と が で き る 。 つ ま り 、 湯 と 水 と の 双 方 を 同 時 に 取 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に ハ ブ １ ２ の 各 開 口 部 ２ ７ ， ２ ８ は ハ ブ １ ２ を 約 ３ ６ ０ 度 回 転 操 作 し て も 対 応 す る
輪 溝 １ ８ ， １ ９ を 介 し て 水 流 入 孔 １ ３ お よ び 湯 流 入 孔 １ ４ に 格 別 に 連 通 し て い る の で 、 湯
お よ び 水 の 供 給 方 向 の 変 更 が 可 能 と な り 、 食 器 洗 い 機 や 浄 水 器 な ど の 水 使 用 器 の レ イ ア ウ
ト の 自 由 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 従 来 の よ う な ハ ブ の オ ー バ ラ ッ プ 構 造 が 不 要 と な り 、 加 工 が 容 易 で 量 産 性 の 向 上 を
図 る こ と が で き る と 共 に 、 分 岐 水 栓 １ ０ の 外 径 の 縮 小 化 等 、 該 分 岐 水 栓 １ ０ の 小 型 コ ン パ
ク ト 化 も 可 能 と な る 。 な お 、 分 岐 水 栓 １ ０ を 混 合 栓 本 体 １ に 完 全 固 定 す る と 共 に 、 分 岐 水
栓 １ ０ に カ バ ー ナ ッ ト ４ を 完 全 締 結 し た 所 謂 組 付 け 完 了 時 に お い て は 、 湯 お よ び 水 の 供 給
方 向 は 予 め 任 意 に 設 定 し た 向 き に 固 定 さ れ る 。 こ の 先 に つ い て は 以 下 に 述 べ る そ の 他 の 実
施 例 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ６ 、 図 ７ は 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 の 他 の 実 施 例 を 示 し 、 図 ３ の 実 施 例 に お い て は ハ ブ
１ ２ の 外 周 に 円 環 状 の ハ ブ リ ン グ ２ ９ を 固 定 し た が 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 す こ の 実 施 例 に お い
て は ハ ブ １ ２ の 外 周 部 に 一 対 の 穴 状 の 凹 部 ２ ５ ， ２ ６ を 形 成 し 、 こ れ ら の 各 凹 部 ２ ５ ， ２
６ に 突 起 形 状 の ア タ ッ チ メ ン ト ２ ９ Ａ ， ２ ９ Ｂ を そ れ ぞ れ ロ ー 付 け 固 定 し 、 水 側 の ア タ ッ
チ メ ン ト ２ ９ Ａ に は 水 出 口 ３ ０ と ネ ジ 孔 ３ ２ と を 形 成 し 、 湯 側 の ア タ ッ チ メ ン ト ２ ９ Ｂ に
は 湯 出 口 ３ １ と ネ ジ 孔 ３ ５ と を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ３ の 実 施 例 に お い て は ハ ブ １ ２ と ハ ブ リ ン グ ２ ９ と の 接 合 部 を そ の 全 周 に わ た っ て ロ
ー 付 け す る 必 要 が あ る が 、 図 ６ 、 図 ７ の 実 施 例 に お い て は 凹 部 ２ ５ ， ２ ６ の 外 端 部 と ２ つ
の ア タ ッ チ メ ン ト ２ ９ Ａ ， ２ ９ Ｂ 周 囲 と を ロ ー 付 け す る と よ く 、 ロ ー 付 け 範 囲 の 縮 小 化 が
達 成 で き る の で 、 ロ ー 付 け 時 の 熱 影 響 に よ る 変 形 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 図 ６ 、 図 ７ で 示 し た 実 施 例 に お い て も 、 そ の 他 の 構 成 、 作 用 、 効 果 に つ い て は 図 １
～ 図 ５ で 示 し た 先 の 実 施 例 と 同 様 で あ る か ら 、 図 ６ 、 図 ７ に お い て 前 図 と 同 一 の 部 分 に は
同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ８ 、 図 ９ 、 図 １ ０ は 湯 水 混 合 分 岐 水 栓 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。 　
　 こ の 実 施 例 に お い て は 図 １ ０ に 示 す よ う に 本 体 １ １ に 対 し て 湯 流 入 孔 １ ４ と 連 通 す る 湯
側 の 横 孔 ２ １ を 上 部 に 形 成 し 、 小 流 入 孔 １ ３ と 連 通 す る 水 側 の 横 孔 ２ ０ を 下 部 に 形 成 し て
い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 図 ９ に 示 す よ う に 本 体 １ １ の 外 周 部 に お い て そ の 軸 方 向 の ほ ぼ 全 長 を 回 転 自 在 に 囲
繞 す る リ ン グ 状 の ハ ブ １ ２ を 設 け 、 こ の 非 分 割 構 造 の ハ ブ １ ２ の 内 周 に は ２ つ の 輪 溝 ４ ０
， ４ １ を 上 下 に 離 間 形 成 し て い る 。 な お 、 こ の 輪 溝 ４ ０ ， ４ １ と 一 致 す る 位 置 に お い て 本
体 １ １ 側 に お い て も 輪 溝 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ し て 、 下 側 の 輪 溝 ４ １ を 上 述 の 横 孔 ２ ０ を 介 し て 本 体 １ １ の 水 流 入 孔 １ ３ に 連 通 さ せ
る と 共 に 、 上 側 の 輪 溝 ４ ０ を 上 述 の 横 孔 ２ １ を 介 し て 本 体 １ １ の 湯 流 入 孔 １ ４ に 連 通 さ せ
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て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た ハ ブ １ ２ の ２ 箇 所 に は ネ ジ 孔 ３ ２ ， ３ ５ を そ れ ぞ れ 形 成 す る と 共 に 、 一 方 の ネ ジ 孔
３ ２ を 利 用 し て 下 側 の 輪 溝 ４ １ と 水 出 口 ３ ０ と を 連 通 す る 連 通 部 ４ ２ を 形 成 し て い る 。 こ
の 連 通 部 ４ ２ の 中 心 は 下 側 の 輪 溝 ４ １ の 上 下 方 向 の 中 心 に 対 し て 上 方 に オ フ セ ッ ト す る よ
う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 同 様 に 、 他 方 の ネ ジ 孔 ３ ５ を 利 用 し て 上 側 の 輪 溝 ４ ０ と 湯 出 口 ３ １ と を 連 通 す る 連 通 部
４ ３ を 形 成 し て い る 。 こ の 連 通 部 ４ ３ の 中 心 は 上 側 の 輪 溝 ４ ０ の 上 下 方 向 の 中 心 に 対 し て
下 方 に オ フ セ ッ ト す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 上 述 の 各 連 通 部 ４ ２ ， ４ ３ は 、 先
端 角 を １ ８ ０ 度 に 成 し た ド リ ル な ど の 切 削 工 具 に て 径 方 向 外 方 か ら 穴 あ け 加 工 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 要 す る に 、 本 体 １ １ の 水 流 入 孔 １ ３ は 横 孔 ２ ０ 、 輪 溝 ４ １ 、 連 通 部 ４ ２ を 介 し て 水 出 口
３ ０ に 連 通 し 、 本 体 １ １ の 湯 流 入 孔 １ ４ は 横 孔 ２ １ 、 輪 溝 ４ ０ 、 連 通 部 ４ ３ を 介 し て 湯 出
口 ３ １ に 連 通 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 例 お い て は 本 体 １ １ の 上 部 に 一 端 が 開 放 し た 構 造 の ピ ン 孔 １ ６ Ａ を 形 成
し て い る 。 な お 、 図 ８ ～ 図 １ ０ に お い て 前 図 と 同 一 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳
し い 説 明 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 図 ８ ～ 図 １ ０ で 示 し た 実 施 例 の 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 １ ０ は 、 水 、 湯 お よ
び 湯 水 の 流 通 孔 １ ３ ， １ ４ ， １ ５ が 独 立 し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 本 体 １ １ を 備 え て な る
湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 １ ０ で あ っ て 、 上 記 本 体 １ １ の 外 周 に ハ ブ １ ２ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し
、 ハ ブ １ ２ 内 周 に は ２ つ の 輪 溝 ４ ０ ， ４ １ を 離 間 形 成 し 、 一 方 の 輪 溝 ４ １ を 横 孔 ２ ０ を 介
し て 本 体 １ １ の 水 流 入 孔 １ ３ に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 ４ ０ を 横 孔 ２ １ を 介 し て 本
体 １ １ の 湯 流 入 孔 １ ４ に 連 通 さ せ 、 一 方 の 輪 溝 ４ １ に オ フ セ ッ ト 形 成 し た 連 通 部 ４ ２ か ら
ハ ブ １ ２ の 水 出 口 ３ ０ に 水 を 取 出 し 、 他 方 の 輪 溝 ４ ０ に オ フ セ ッ ト 形 成 し た 連 通 部 ４ ３ か
ら ハ ブ １ ２ の 湯 出 口 ３ １ に 湯 を 取 出 す よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 水 流 入 孔 １ ３ 、 横 孔 ２ ０ 、 ハ ブ １ ２ 内 周 の 一 方 の 輪 溝 ４ １ 、 連 通 部
４ ２ を 介 し て ハ ブ １ ２ の 水 出 口 に 水 を 取 出 す こ と が で き 、 ま た 湯 流 入 孔 １ ４ 、 横 孔 ２ １ 、
ハ ブ １ ２ 内 周 の 他 方 の 輪 溝 ４ ０ 、 連 通 部 ４ ３ を 介 し て ハ ブ １ ２ の 湯 出 口 ３ １ に 湯 を 取 出 す
こ と が で き る 。 つ ま り 、 湯 と 水 と の 双 方 を 同 時 に 取 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 さ ら に ハ ブ １ ２ を 約 ３ ６ ０ 度 回 転 操 作 し て も 湯 側 の 連 通 部 ４ ３ 、 輪 溝 ４ ０ は 横 孔 ２ １ を
介 し て 湯 流 入 孔 １ ４ と 連 通 し 、 水 側 の 連 通 部 ４ ２ 、 輪 溝 ４ １ は 横 孔 ２ ０ を 介 し て 水 流 入 孔
１ ３ と 連 通 し て い る の で 、 湯 お よ び 水 の 供 給 方 向 の 変 更 が 可 能 と な り 、 食 器 洗 い 機 や 浄 水
器 な ど の 水 使 用 機 器 の レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 従 来 の よ う な ハ ブ の オ ー バ ラ ッ プ 構 造 が 不 要 と な り 、 加 工 が 容 易 で 量 産 性 の 向 上 を
図 る こ と が で き る と 共 に 、 分 岐 水 栓 １ ０ の 外 径 の 縮 小 化 な ど 該 分 岐 水 栓 １ ０ の 小 型 コ ン パ
ク ト 化 も 可 能 と な る 。 加 え て 、 先 の 各 実 施 例 の よ う に ロ ー 付 け を 必 要 と し な い の で 、 ロ ー
付 け 時 の 熱 影 響 に よ る 変 形 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ １ 、 図 １ ２ 、 図 １ ３ は 湯 水 混 合 栓 分 岐 水 栓 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ～ 図 １ ０ で 示 し た 先 の 各 実 施 例 に あ っ て は 袋 ナ ッ ト ３ ４ ， ３ ７ を 同 一 高 さ 位 置 に 配
設 し た が 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ で 示 す こ の 実 施 例 に お い て は 袋 ナ ッ ト ３ ４ ， ３ ７ を 輪 溝 と 対 向
さ せ て 上 下 に オ フ セ ッ ト 配 設 し て 、 構 造 の 簡 略 化 を 図 る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 体 １ １ の 外 周 部 に お い て そ の 軸 方 向 の 全 長 を 回 転 自 在 に 囲 繞 す る ハ ブ １ ２
を 設 け 、 こ の 上 下 非 分 割 構 造 の ハ ブ １ ２ の 内 周 に は 本 体 １ １ 側 の 上 下 の 輪 溝 １ ８ ， １ ９ と
一 致 す る よ う に 上 下 の 輪 溝 ４ ４ ， ４ ５ を 離 間 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 上 述 の ハ ブ １ ２ に お い て 上 側 の 輪 溝 １ ８ ， ４ ４ と 対 向 す る 位 置 に 水 出 口 ３ ０ を 形
成 し 、 下 側 の 輪 溝 １ ９ ， ４ ５ と 対 向 す る 位 置 に 湯 出 口 ３ １ を 形 成 す る と 共 に 、 水 出 口 ３ ０
お よ び 湯 出 口 ３ １ と そ れ ぞ れ 別 々 に 連 続 す る ネ ジ 孔 ３ ２ ， ３ ５ を 形 成 し 、 こ れ ら の ネ ジ 孔
３ ２ ， ３ ５ に は ブ ッ シ ュ ３ ３ ， ３ ６ を 介 し て 袋 ナ ッ ト ３ ４ ， ３ ７ を 回 転 自 在 に 取 付 け て い
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 つ ま り 、 水 流 入 孔 １ ３ は 横 孔 ２ ０ 、 輪 溝 １ ８ ， ４ ４ を 介 し て 水 出 口 ３ ０ に 連 通 し 、 湯 流
入 孔 １ ４ は 横 孔 ２ １ 、 輪 溝 １ ９ ， ４ ５ を 介 し て 湯 出 口 ３ １ に 連 通 す る よ う に 構 成 し た も の
で あ る 。 な お 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ に お い て 前 図 と 同 一 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳
し い 説 明 を 省 略 す る が 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ に 示 す こ の 実 施 例 に お い て は ハ ブ １ ２ の 下 部 外 周
と ナ ッ ト ２ ４ の 内 周 と を シ ー ル す べ く 、 ハ ブ １ ２ の 下 部 に 形 成 さ れ た Ｏ リ ン グ 溝 に は シ ー
ル 部 材 と し て の Ｏ リ ン グ ４ ６ を 嵌 着 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の よ う に 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ で 示 し た 実 施 例 の 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 １ ０ は 、 水 、 湯 お
よ び 湯 水 の 流 通 孔 １ ３ ， １ ４ ， １ ５ を 独 立 し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 本 体 １ １ を 備 え て な
る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 １ ０ で あ っ て 、 上 記 本 体 １ １ の 外 周 に ハ ブ １ ２ を 回 転 自 在 に 外 嵌
し 、 本 体 １ １ の 外 周 と ハ ブ １ ２ 内 周 と の 少 な く と も 何 れ か 一 方 に ２ つ の 輪 溝 （ 図 示 実 施 例
で は 双 方 に 形 成 さ れ た 一 方 の 輪 溝 １ ８ ， ４ ４ と 他 方 の 輪 溝 １ ９ ， ４ ５ ） を 離 間 形 成 し 、 一
方 の 輪 溝 １ ８ ， ４ ４ を 横 孔 ２ ０ を 介 し て 本 体 １ １ の 水 流 入 孔 １ ３ に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他
方 の 輪 溝 １ ９ ， ４ ５ を 横 孔 ２ １ を 介 し て 本 体 １ １ の 湯 流 入 孔 １ ４ に 連 通 さ せ 、 一 方 の 輪 溝
１ ８ ， ４ ４ と 対 向 す る ハ ブ １ ２ の 水 出 口 ３ ０ か ら 水 を 取 出 し 、 他 方 の 輪 溝 １ ９ ， ４ ５ と 対
向 す る ハ ブ １ ２ の 湯 出 口 ３ １ か ら 湯 を 取 出 す よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 水 流 入 孔 １ ３ 、 横 孔 ２ ０ 、 輪 溝 １ ８ ， ４ ４ を 介 し て ハ ブ １ ２ の 水 出
口 ３ ０ か ら 水 を 取 出 す こ と が で き 、 ま た 湯 流 入 孔 １ ４ 、 横 孔 ２ １ 、 輪 溝 １ ９ ， ４ ５ を 介 し
て ハ ブ １ ２ の 湯 出 口 ３ １ か ら 湯 を 取 出 す こ と が で き る 。 つ ま り 、 湯 と 水 と の 双 方 を 同 時 に
取 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 さ ら に ハ ブ １ ２ を 約 ３ ６ ０ 度 回 転 操 作 し て も ハ ブ １ ２ の 水 出 口 ３ ０ は 輪 溝 ４ ４ ， １ ８ 、
横 孔 ２ ０ を 介 し て 水 流 入 孔 １ ３ と 連 通 し 、 ハ ブ １ ２ の 湯 出 口 ３ １ は 輪 溝 ４ ５ ， １ ９ 、 横 孔
２ １ を 介 し て 湯 流 入 孔 １ ４ と 連 通 し て い る の で 、 湯 お よ び 水 の 供 給 方 向 の 変 更 が 可 能 と な
り 、 食 器 洗 い 機 や 浄 水 器 な ど の 水 使 用 機 器 の レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 従 来 の よ う な ハ ブ の オ ー バ ラ ッ プ 構 造 が 不 要 と な り 、 加 工 が 容 易 で 量 産 性 の 向 上 を
図 る こ と が で き る と 共 に 、 分 岐 水 栓 １ ０ の 外 径 の 縮 小 化 な ど 該 分 岐 水 栓 １ ０ の 小 型 コ ン パ
ク ト 化 も 可 能 と な る 。 加 え て 、 ロ ー 付 け も 不 要 と な る の で 、 ロ ー 付 け 時 の 熱 影 響 に よ る 変
形 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 な お 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ に お い て は 輪 溝 １ ８ ， １ ９ ， ４ ４ ， ４ ５ を 本 体 １ １ 側 と ハ ブ １ ２
側 と の 双 方 に 形 成 し た が 、 こ の 輪 溝 は 本 体 １ １ 側 に の み 形 成 し て も よ く 、 ま た は ハ ブ １ ２
側 に の み 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ ４ 、 図 １ ５ 、 図 １ ６ は 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す も の で あ る
。 　
　 図 １ ～ 図 １ ３ で 示 し た 先 の 各 実 施 例 に お い て は 、 本 体 １ １ の 軸 芯 線 に 対 し て 一 対 の 袋 ナ
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ッ ト ３ ４ ， ３ ７ が １ ８ ０ 度 の 開 角 を 保 っ た 状 態 で ハ ブ １ ２ を 回 転 さ せ 、 水 お よ び 湯 の 供 給
方 向 を 任 意 に 可 変 す べ く 構 成 し た が 、 図 １ ４ ～ 図 １ ６ に 示 す こ の 実 施 例 に お い て は 水 供 給
方 向 と 湯 供 給 方 向 と を そ れ ぞ れ 別 々 の 任 意 の 方 向 に 設 定 す る こ と が で き る よ う に 成 し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 体 １ １ の 外 周 部 に お い て そ の 軸 方 向 の ほ ぼ 全 長 を 回 転 自 在 に 囲 繞 す る ハ ブ
１ ２ を 設 け て い る 。 こ の 非 分 割 構 造 の ハ ブ １ ２ は 本 体 １ １ 側 の 輪 溝 １ ８ と 対 向 し て 肉 厚 が
相 対 的 に 薄 い 上 部 と 、 本 体 １ １ 側 の 輪 溝 １ ９ と 対 向 し て 肉 厚 が 相 対 的 に 厚 い 下 部 と を 一 体
形 成 し た も の で 、 ハ ブ １ ２ の 下 部 に は 下 側 の 輪 溝 １ ９ と 連 通 す る 開 口 部 と し て の 湯 出 口 ３
１ を 形 成 し 、 こ の 湯 出 口 ３ １ に 連 続 す る ネ ジ 孔 ３ ５ に は ブ ッ シ ュ ３ ６ を 介 し て 袋 ナ ッ ト ３
７ を 回 転 自 在 に 取 付 け て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ハ ブ １ ２ の 上 部 外 周 に は ハ ブ リ ン グ ４ ７ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 上 記 ハ ブ １ ２ の 上 部 に は
本 体 １ １ 側 の 輪 溝 １ ８ と 上 下 方 向 の 同 一 位 置 に 環 状 溝 ４ ８ を 形 成 し 、 ハ ブ １ ２ 側 の 環 状 溝
４ ８ と 本 体 １ １ 側 の 輪 溝 １ ８ と を 開 口 部 ４ ９ で 連 通 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 上 述 の ハ ブ リ ン グ ４ ７ に は 環 状 溝 ４ ８ に 連 通 す る 水 出 口 ３ ０ を 開 口 形 成 し 、 こ の 水
出 口 ３ ０ に 連 続 す る ネ ジ 孔 ５ ０ に は ブ ッ シ ュ ３ ３ を 介 し て 袋 ナ ッ ト ３ ４ を 回 転 自 在 に 取 付
け て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 要 す る に 、 水 流 入 孔 １ ３ は 、 横 孔 ２ ０ 、 輪 溝 １ ８ 、 開 口 部 ４ ９ 、 環 状 溝 ４ ８ を 介 し て 水
出 口 ３ ０ に 連 通 し 、 湯 流 入 孔 １ ４ は 、 横 孔 ２ １ 、 輪 溝 １ ９ を 介 し て 湯 出 口 ３ １ に 連 通 す る
よ う に 構 成 し た も の で あ る 。 な お 、 図 １ ４ ～ 図 １ ６ に お い て 前 図 と 同 一 の 部 分 に は 同 一 符
号 を 付 し て 、 そ の 詳 し い 説 明 を 省 略 す る が 、 図 １ ４ ～ 図 １ ６ に 示 す こ の 実 施 例 に お い て は
ハ ブ １ ２ の 上 部 外 周 と ハ ブ リ ン グ ４ ７ の 内 周 と を シ ー ル す べ く 、 ハ ブ １ ２ の 上 部 に 形 成 し
た Ｏ リ ン グ 溝 に は シ ー ル 部 材 と し て の Ｏ リ ン グ ５ １ ， ５ １ を 嵌 着 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の よ う に 、 図 １ ４ ～ 図 １ ６ で 示 し た 実 施 例 の 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 １ ０ は 、 水 、 湯 お
よ び 湯 水 の 流 通 孔 １ ３ ， １ ４ ， １ ５ を 独 立 し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 本 体 １ １ を 備 え て な
る 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 １ ０ で あ っ て 、 上 記 本 体 １ １ の 外 周 に ハ ブ １ ２ を 回 転 自 在 に 外 嵌
し 、 上 記 本 体 １ １ の 外 周 に ２ つ の 輪 溝 １ ８ ， １ ９ を 離 間 形 成 し 、 一 方 の 輪 溝 １ ８ を 横 孔 ２
０ を 介 し て 水 流 入 孔 １ ３ に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 １ ９ を 横 孔 ２ １ を 介 し て 湯 流 入
孔 １ ４ に 連 通 さ せ 、 一 方 の 輪 溝 １ ８ と 対 向 す る よ う に ハ ブ １ ２ 外 周 に は ハ ブ リ ン グ ４ ７ を
回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 一 方 の 輪 溝 １ ８ に 連 通 す る ハ ブ １ ２ の 開 口 部 ４ ９ と 、 ハ ブ リ ン グ ４ ７
の 水 出 口 ３ ０ と 、 こ れ ら 両 者 ４ ９ ， ３ ０ 間 に 形 成 さ れ た 環 状 溝 ４ ８ と を 介 し て 水 を 取 出 し
、 他 方 の 輪 溝 １ ９ と 連 通 す る ハ ブ １ ２ の 開 口 部 （ 湯 出 口 ３ １ 参 照 ） か ら 湯 を 取 出 す よ う に
構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 水 流 入 孔 １ ３ 、 横 孔 ２ ０ 、 一 方 の 輪 溝 １ ８ 、 ハ ブ １ ２ の 開 口 部 ４ ９
、 環 状 溝 ４ ８ を 介 し て ハ ブ リ ン グ ４ ７ の 水 出 口 ３ ０ か ら 水 を 取 出 す こ と が で き 、 ま た 湯 流
入 孔 １ ４ 、 横 孔 ２ １ 、 他 方 の 輪 溝 １ ５ を 介 し て ハ ブ １ ２ の 開 口 部 （ 湯 出 口 ３ １ 参 照 ） か ら
湯 を 取 出 す こ と が で き る 。 つ ま り 、 湯 と 水 と の 双 方 を 同 時 に 取 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 さ ら に ハ ブ リ ン グ ４ ７ は ハ ブ １ ２ の 外 周 に 対 し て 回 転 自 在 で あ り 、 か つ 、 ハ ブ １ ２ は 本
体 １ １ 外 周 に 対 し て 回 転 自 在 で あ る う え 、 こ れ ら ハ ブ リ ン グ ４ ７ お よ び ハ ブ １ ２ を 相 対 回
転 さ せ て も 湯 側 の 連 通 構 造 お よ び 水 側 の 連 通 構 造 を 維 持 す る こ と が で き る の で 、 湯 お よ び
水 の 供 給 方 向 の 変 更 、 並 び に 、 こ れ ら 両 者 （ 湯 供 給 方 向 と 水 供 給 方 向 ） の 相 対 的 な 供 給 角
度 の 変 更 が 可 能 と な り 、 食 器 洗 い 機 や 浄 水 器 な ど の 水 使 用 機 器 の レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が さ
ら に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
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　 ま た 、 従 来 の よ う な ハ ブ の オ ー バ ラ ッ プ 構 造 が 不 要 と な り 、 加 工 が 容 易 で 量 産 性 の 向 上
を 図 る こ と が で き る と 共 に 、 分 岐 水 栓 １ ０ の 外 径 の 縮 小 化 な ど の 該 分 岐 水 栓 １ ０ の 小 型 コ
ン パ ク ト 化 も 可 能 と な る 。 加 え て 、 ロ ー 付 け も 不 要 と な る の で 、 ロ ー 付 け 時 の 熱 影 響 に よ
る 変 形 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 １ ７ は 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。 但 し 、 こ の 実 施
例 に お い て も 本 体 １ １ は 図 １ ６ と 同 一 の 構 造 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 １ ７ に 示 す こ の 実 施 例 で は 、 本 体 １ １ の 外 周 に 上 下 非 分 割 構 造 の ハ ブ １ ２ を 回 転 自 在
に 外 嵌 し 、 本 体 １ １ 側 の 上 下 ２ つ の 輪 溝 １ ８ ， １ ９ と 対 応 す る よ う に 上 記 ハ ブ １ ２ の 外 周
上 下 に は 上 側 の ハ ブ リ ン グ ４ ７ と 下 側 の ハ ブ リ ン グ ５ ２ と を そ れ ぞ れ 回 転 自 在 に 外 嵌 し て
い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 上 側 の ハ ブ リ ン グ ４ ７ の 内 周 に は 環 状 溝 ５ ３ を 形 成 し 、 こ の 環 状 溝 ５ ３ と 本 体 １ １
側 の 輪 溝 １ ８ と を ハ ブ １ ２ に 形 成 さ れ た 開 口 部 ４ ９ で 連 通 さ せ て い る 。 こ こ で 、 上 述 の 環
状 溝 ５ ３ は 輪 溝 １ ８ と 対 向 し て そ の 外 周 側 に 位 置 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 さ ら に 上 側 の ハ ブ リ ン グ ４ ７ に は 水 出 口 ３ ０ を 形 成 し 、 こ の 水 出 口 ３ ０ に 連 続 す る ネ ジ
孔 ５ ０ に は 、 ブ ッ シ ュ ３ ３ を 介 し て 袋 ナ ッ ト ３ ４ を 回 転 自 在 に 取 付 け て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 同 様 に 、 下 側 の ハ ブ リ ン グ ５ ２ の 内 周 に は 環 状 溝 ５ ４ を 形 成 し 、 こ の 環 状 溝 ５ ４ と 本 体
１ １ 側 の 輪 溝 １ ９ と を ハ ブ １ ２ に 形 成 さ れ た 開 口 部 ５ ５ で 連 通 さ せ て い る 。 こ こ で 、 上 述
の 環 状 溝 ５ ４ は 輪 溝 １ ９ と 対 向 し て そ の 外 周 側 に 位 置 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 下 側 の ハ ブ リ ン グ ５ ２ に は 湯 出 口 ３ １ を 形 成 し 、 こ の 湯 出 口 ３ １ に 連 続 す る ネ ジ 孔
５ ６ に は 、 ブ ッ シ ュ ３ ６ を 介 し て 袋 ナ ッ ト ３ ７ を 回 転 自 在 に 取 付 け て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 要 す る に 、 水 流 入 孔 １ ３ （ 図 １ ６ 参 照 ） は 、 横 孔 ２ ０ 、 輪 溝 １ ８ 、 開 口 部 ４ ９ 、 環 状 溝
５ ３ を 介 し て 水 出 口 ３ ０ に 連 通 し 、 湯 流 入 孔 １ ４ （ 図 １ ６ 参 照 ） は 、 横 孔 ２ １ 、 輪 溝 １ ９
、 開 口 部 ５ ５ 、 環 状 溝 ５ ４ を 介 し て 湯 出 口 ３ １ に 連 通 す る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。 な
お 、 図 １ ７ に お い て 前 図 と 同 一 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 詳 し い 説 明 を 省 略 す る
が 、 図 １ ７ に 示 す こ の 実 施 例 に お い て は 、 ハ ブ １ ２ の 下 部 外 周 と 下 側 の ハ ブ リ ン グ ５ ２ の
内 周 と を シ ー ル す べ く 、 ハ ブ １ ２ の 下 部 外 周 に 形 成 し た Ｏ リ ン グ 溝 に は シ ー ル 部 材 と し て
の Ｏ リ ン グ ５ ７ ， ５ ７ を 嵌 着 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の よ う に 、 図 １ ７ で 示 し た 実 施 例 の 湯 水 混 合 栓 用 分 岐 水 栓 １ ０ は 、 水 、 湯 お よ び 湯 水
の 流 通 孔 １ ３ ， １ ４ ， １ ５ を 独 立 し て 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 本 体 １ １ を 備 え て な る 湯 水 混
合 栓 用 分 岐 水 栓 １ ０ で あ っ て 、 上 記 本 体 １ １ の 外 周 に ハ ブ １ ２ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 上 記
本 体 １ １ の 外 周 に ２ つ の 輪 溝 １ ８ ， １ ９ を 離 間 形 成 し 、 一 方 の 輪 溝 １ ８ を 横 孔 ２ ０ を 介 し
て 水 流 入 孔 １ ３ に 連 通 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 輪 溝 １ ９ を 横 孔 ２ １ を 介 し て 湯 流 入 孔 １ ４ に
連 通 さ せ 、 一 方 の 輪 溝 １ ８ お よ び 他 方 の 輪 溝 １ ９ と そ れ ぞ れ 別 々 に 対 向 す る よ う ハ ブ １ ２
外 周 に は ２ つ の ハ ブ リ ン グ ４ ７ ， ５ ２ を 回 転 自 在 に 外 嵌 し 、 一 方 の 輪 溝 １ ８ に 連 通 す る ハ
ブ １ ２ の 開 口 部 ４ ９ と 、 ハ ブ リ ン グ ４ ７ の 水 出 口 ３ ０ と 、 こ れ ら 両 者 ４ ９ ， ３ ０ 間 に 形 成
さ れ た 環 状 溝 ５ ２ と を 介 し て 水 を 取 出 し 、 他 方 の 輪 溝 １ ９ に 連 通 す る ハ ブ １ ２ の 開 口 部 ５
５ と 、 ハ ブ リ ン グ ５ ２ の 湯 出 口 ３ １ と 、 こ れ ら 両 者 ５ ５ ， ３ １ 間 に 形 成 さ れ た 環 状 溝 ５ ４
と を 介 し て 湯 を 取 出 す よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 水 流 入 孔 １ ３ 、 横 孔 ２ ０ 、 一 方 の 輪 溝 １ ８ 、 ハ ブ １ ２ の 開 口 部 ４ ９
、 環 状 溝 ５ ３ を 介 し て ハ ブ リ ン グ ４ ７ の 水 出 口 ３ ０ か ら 水 を 取 出 す こ と が で き 、 ま た 湯 流
入 孔 １ ４ 、 横 孔 ２ １ 、 他 方 の 輪 溝 １ ９ 、 ハ ブ １ ２ の 開 口 部 ５ ５ 、 環 状 溝 ５ ４ を 介 し て ハ ブ
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リ ン グ ５ ２ の 湯 出 口 ３ １ か ら 湯 を 取 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 さ ら に ２ つ の ハ ブ リ ン グ ４ ７ ， ５ ２ を 備 え 、 こ れ ら の 各 ハ ブ リ ン グ ４ ７ ， ５ ２ を そ れ ぞ
れ 別 々 に 約 ３ ６ ０ 度 の 範 囲 で 任 意 に 回 転 操 作 す る こ と が で き 、 こ の 回 転 時 に あ っ て も 湯 側
の 連 通 構 造 お よ び 水 側 の 連 通 構 造 を 維 持 す る こ と が で き る の で 、 湯 お よ び 水 の 供 給 方 向 の
変 更 、 並 び に 、 こ れ ら 両 者 （ 湯 供 給 方 向 と 水 供 給 方 向 ） の 相 対 的 な 供 給 角 度 の 変 更 が 自 在
と な り 、 食 器 洗 い 機 や 浄 水 器 な ど の 水 使 用 機 器 の レ イ ア ウ ト の 自 由 度 が よ り 一 層 向 上 す る
。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 従 来 の よ う な ハ ブ の オ ー バ ラ ッ プ 構 造 が 不 要 と な り 、 加 工 が 容 易 で 量 産 性 の 向 上
を 図 る こ と が で き る と 共 に 、 分 岐 水 栓 １ ０ の 外 径 の 縮 小 化 な ど 該 分 岐 水 栓 １ ０ の 小 型 コ ン
パ ク ト 化 も 可 能 と な る 。 加 え て 、 ロ ー 付 け も 不 要 と な る の で 、 ロ ー 付 け 時 の 熱 影 響 に よ る
変 形 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ の 発 明 の 構 成 と 、 上 述 の 実 施 例 と の 対 応 に お い て 、 　
こ の 発 明 の 水 流 通 孔 は 、 実 施 例 の 水 流 入 孔 １ ３ に 対 応 し 、 　
以 下 同 様 に 、 　
湯 流 通 孔 は 、 湯 流 入 孔 １ ４ に 対 応 し 、 　
分 岐 栓 本 体 は 、 本 体 １ １ に 対 応 す る も 、 　
こ の 発 明 は 、 上 述 の 実 施 例 の 構 成 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
例 え ば 、 本 体 １ １ の 湯 側 、 水 側 の 横 孔 の 位 置 は 、 湯 側 の 横 孔 と 水 側 の 横 孔 と の 何 れ が 上 部
に 形 成 さ れ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 湯 水 混 合 栓 分 岐 水 栓 を 示 す 使 用 状 態 図 。
【 図 ２ 】 分 岐 水 栓 の 平 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ － Ａ 線 矢 視 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ２ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 本 体 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ３ の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 う ハ ブ の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 分 岐 水 栓 の 他 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｄ － Ｄ 線 に 沿 う ハ ブ の 断 面 図 。
【 図 ８ 】 分 岐 水 栓 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ９ 】 図 ８ の Ｅ － Ｅ 線 矢 視 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 図 ８ の Ｆ － Ｆ 線 に 沿 う 本 体 の 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 分 岐 水 栓 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の Ｇ － Ｇ 線 矢 視 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ の Ｈ － Ｈ 線 に 沿 う 本 体 の 断 面 図 。
【 図 １ ４ 】 分 岐 水 栓 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の Ｊ － Ｊ 線 矢 視 断 面 図 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ４ の Ｋ － Ｋ 線 に 沿 う 本 体 の 断 面 図 。
【 図 １ ７ 】 分 岐 水 栓 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 １ ０ … 分 岐 水 栓
　 １ １ … 本 体 （ 分 岐 栓 本 体 ）
　 １ ２ … ハ ブ
　 １ ３ … 水 流 入 孔 （ 流 通 孔 ）
　 １ ４ … 湯 流 入 孔 （ 流 通 孔 ）
　 １ ５ … 湯 水 流 出 孔 （ 流 通 孔 ）
　 １ ８ ， １ ９ … 輪 溝
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　 ２ ０ ， ２ １ … 横 孔
　 ２ ７ ， ２ ８ … 開 口 部
　 ２ ９ … ハ ブ リ ン グ
　 ３ ０ … 水 出 口
　 ３ １ … 湯 出 口
　 ４ ０ ， ４ １ … 輪 溝
　 ４ ２ ， ４ ３ … 連 通 部
　 ４ ４ ， ４ ５ … 輪 溝
　 ４ ７ … ハ ブ リ ン グ
　 ４ ８ … 環 状 溝
　 ４ ９ … 開 口 部
　 ５ ２ … ハ ウ ジ ン グ
　 ５ ３ ， ５ ４ … 環 状 溝
　 ５ ５ … 開 口 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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